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福岡県失語症者向け意思疎通支援者養成・派遣事業

事業8年目の2025（令和７）年度、養成事業は7名の新たな受講者を迎えました（必修科目40時間）。

前年度同様、集合研修はオンライン（6月）と対面集合形式（7月）で2日ずつ行いました。以降は友の会・サロ

ンでのコミュニケーション支援実習を実施し、スケジュールを組んで受けて頂いています。2月には外出同行支

援実習を、屋内(スマホ買換手続き)・屋外(ショッピングモールでの買物)の２パターンで行いました。

11月には登録支援者へのフォローアップ／選択科目研修を実施し、参加は22名でした。

内容は①講義(事業報告、派遣手続き、個人情報保護・緊急時対応)、②交流会(要点筆記を活用した自己紹

介など)、③失語症岐阜大会報告、④コミュニケーション支援実習(団体/友の会支援)。事業の実際を知り、実

践的な支援を学ぶ研修として、内容を変えながら毎年開催しています。ご参加をお待ちしています。

必修研修、フォローアップ研修ともに、参加者はより良い支援に向けて真剣に学んでくださっています。 和やか

な雰囲気で支援者・事業スタッフが交流し、率直なご質問や感想を伝え合う姿がみられます。

派遣事業は、個人6件と団体27件(支援者60人)､計33件に支援者66人を派遣しました。

個人派遣は、住宅申込、ハローワーク・区役所での手続き、歯科受診への同行でした。

団体派遣は友の会・サロンの定例会のほか、2月1日「失語症 福岡県の集い」（主催:失語症会話サロンの

会「あんど」､共催:福岡県言語聴覚士会、後援:福岡県）に支援者22名を派遣しました 。福岡県の失語症者・

ご家族・関係者が集まって交流するのは十数年ぶりでした。毎日新聞・西日本新聞が、失語症の方や御家族の

声、集いでの意思疎通支援の様子などを記事にして下さっています。 (p2､3参照) 

2026年3月末で、福岡県の登録支援者は47名、派遣件数は2021年度からの累積で個人２５件、団体６０件

（118人）となりました。地域の偏り（福岡・北九州地区＞＞筑豊・筑後地区）、個人派遣のニーズ掘り起こしが

引き続き課題です。福岡県言語聴覚士会HPの事業ページや、SNSなどを通じて、関係者が情報を受け取りや

すくなるようにしてまいります。

皆さん、お元気ですか？
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Ｐ１：2025年度の概要報告

Ｐ２～３：「2025年度失語症 福岡県の集い」報告

毎日新聞・西日本新聞記事（掲載許諾済）

内容/写真の無断転載不可

p１

ニューズレターは、支援事業の情報を年度毎にまとめることで、失語症支援に関心のある方が
事業を理解し、失語症の方・関係者・事業につながってくださることを願って発行しています。

失語症サポート委員会一同

※バックナンバー（第1～7号）を福岡県言語聴覚士会HPに公開しています

難しかった経験，良かったこと，工夫を共有しましょう スタッフにも声をかけて下さい。

Ｐ４～５：2025年度 失語症支援・交流の場の様子

福岡県では現在、団体派遣(交流の場支援)が個人派遣(同行支援)よりも多く利用されています。

交流の場の支援の重要性と難しさは、個人派遣とは異なることを、「福岡県の集い」で改めて感じました。

失語症の方の情報が少ないなかで支援が始まることもありますし、失語症の方同士をつなぐ橋渡しも課題と

なります。支援の基本と応用スキルを磨き、会話を助ける道具(紙とペン､地図・カレンダー､スマホなど)を活用

し、相手と心を通わせながら、周りと協力して落ち着いて支援できればと思います。 （p5 支援のポイント参照）

2025年6月には失語症全国大会(岐阜)を視察参加し、あたたかく素晴らしい時間を体感して戻りました。

これから2026年9月12日の全国大会（佐賀）のあと、2027年度には福岡県で大会開催を予定しています。

県内や全国の交流を通して支援を学び、実践したいと思います。 ぜひ一緒に！ どうぞ宜しくお願いします。

Ｐ５：交流の場での支援のポイント

－「福岡県の集い」の振り返りを踏まえて－
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集いは 友の会参加者や家族アンケート(会話したい,
情報を知りたい)から内容を構成しました。

交流会では ひとりひとりの失語症の方に合わせて
要点筆記などの会話支援を行い、笑顔のやりとり
がみられました。失語症の方々にもマイクが回り、
たくさんの声を聞かせていただきました。

家族相談会では 個別の悩みにも寄り添い、経験の
長いご家族からの助言もありました。

終了後 ｢楽しかった｣｢また会いましょう｣といった嬉
しい声が寄せられています。

支援者22人を
派遣

p5

友の会に参加する当事者・ご家族の声や

「福岡県の集い」の案内が記事に掲載されました

毎日新聞 2026年1月30日朝刊
【許諾番号C14048】

「情報を共有でき、家族の交流もできて助かる」

「支援の人たちが、私が本当に伝えたいことが
言えるまでじっくり待ってくれたり、

引き出したりしてくれるのでとても話しやすい」

グループ内で自己紹介

ゲームなど
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※西日本新聞
掲載許諾済

「福岡県の集い」の取材記事が大きく掲載されました
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あすの会（ウェルとばた）

毎月 第２日曜日 午前

2025年度 失語症交流の場の様子 その１ 団体名（開催場所）

虹の会（福リハ友の会） 柳川失語症交流会
（柳川リハビリテーション病院）

集団言語リハビリ交流教室
（北九州市立障害福祉センター）

筍の会（小倉リハビリテーション病院）

奇数月 第２土曜日午後

筍の会（小倉リハビリテーション病院）

第１・２・３ 木曜日 午前

失語症会話サロン
（ふくふくプラザ）

毎月 第３日曜日 午前

p4

月に１度、失語症のある人が集まり、失語症者向け
意思疎通支援者とともに、安心して会話を楽しむ交
流会を開催しています。2025年度は、その特別企

画として、スイーツパーティー『九州・福岡の銘菓食
べ比べ』を実施しました。地元の銘菓を味わいなが
ら、参加者同士が自然に会話を交わし、笑顔あふ
れるひとときを共有しました。

博多
ひよこ

東京
ひよこ

例会には家族、会話パートナー、意思疎通支援
者もいて、楽しく安心して過ごしています。月毎に
テーマを決めて、ゆっくりじっくり聞き合っています。
3月は「会いたい人」。思いに触れる時間になりました。

今年も北九州市の「ふれあい広場」に歌で参加し、
バスハイク（芦屋釜）にも出掛けました。

例会ブログはこちら https://andfuku.normanet.ne.jp/

楽しく会話しています！

奇数月 第２土曜日 午後

新規の会員の方、特に女性の参加者の方が増
え、よりにぎやかな会となりました。久しぶりに集合
写真も撮りました。また、「全国大会」や「県の集
い」に参加された会員の方もおられました。来年度
こそは、会のみんなで外出ができると良いなと思っ
ています。

2025年度もリストバスを利用しての「社会参加

体験事業」を実施し、田川市の「田川市石炭・歴
史記念館」に出かけました。

バス車内での会話や見学、地元の新鮮な野菜
等の買い物を楽しみました。

定例会：年３回 失語症カフェ：不定期

７月、１０月、３月に定例会を開催しました。

また、９月には初めて失語症カフェを開催し、、
皆さんの近況を語り合いながら、バスハイクの
企画を皆さんで作り上げました。失語症カフェ
はお悩み相談やじっくりと話ができる場として来
年度も継続予定です！

奇数月 第２土曜日午前

年６回皆さんと近況を語らい、四季折々の話題
を楽しんでします！他にも書初め、ゲームなど。

定期的に関わり合いを持ち続けることで、当事
者の方はもちろんご家族同士や失語症意思疎通
支援者とも顔見知りとなり、元気をもらえる場所と
なっています。

“初めまして”から“お久しぶり”へ



筑紫地区失語症友の会

あいたか（大野城市コミュニティーセンター）

偶数月 第２日曜日 午前

2025年度 失語症交流の場の様子 その２

失語症友の会あいたかでは、偶数月に開催をし
ています。大野城市コミセン談話室での定例会、
近隣への外出支援を行っています。

２０２５年度は国立博物館、太刀洗平和祈念館、
福岡タワーなどへ行きました。
来年度もどこへ行こうか楽しみです。

団体名（開催場所） p5

来年度も活動していきます！

●伝える情報は、失語症の方の理解に配慮して準備し、提示する

→ゆっくり、要点を強調し,短く話す。視覚情報(文字）も同時に伝える

・中央スクリーン提示、配付資料 →シンプルに

・別スクリーンに要点筆記を提示→見やすい位置に大きく、練習も必要

★通常の友の会では「ホワイトボードでの板書」を活用する

●失語症の方が｢見ているか､聴いているか､理解しているか｣観察する

→状況をみて誘導、配付資料や要点筆記で理解を補う

１）全体の進行・内容理解の支援

２）１対１の会話支援

３）グループ交流の会話支援

●ゆっくり話し、じっくり聴く 相手のペースに合わせる

●要点筆記を積極的に活用する 選択肢の提示は文字も添える

●紙とペン、地図、カレンダーを準備、スマホ・描画も用いる

●初めて会う方/情報が少ない方には

→笑顔で挨拶し、ゆっくりと会話を進める 聴く・話す様子を伺いながら、

要点筆記の理解や、書字や身振りを観察しながらやりとりする

●発表場面では、普段よりことばが出にくくなる方も

→発表準備（要点筆記）、様子をみて一緒に少しずつ言うなどの支援を

●失語症の方同士の交流を“橋渡しする役割”を意識する

➀場の雰囲気をあたたかく（笑顔でゆっくり話し、顔を見て頷きながら聴く）

➁「これから何をするのか」の理解を確認する

➂待つ・見守る（失語症の方々の自発的な言動を待つ）

→失語症の方（や他の支援者）がリード役をする場合は、サポートに回る

④声をかける（発言を促す、発言機会が偏らないように配慮する）

⑤グループ内の発言も要点筆記し、流れを確認しやすくする

⑥まとめる場面では、失語症の方の意見を尊重し、中立的に関わる

⑦グループ交流に不慣れ/苦手な方に配慮する

→交流を無理に促さず、１対１の支援を続ける その方の気持ちに寄り添う

4)楽しく参加し無事に帰宅するために ●体調確認、休憩・水分補給・トイレなどの声かけを行う

●様子に注意し、気になることはスタッフに伝え、一緒に対応する

「福岡県の集い｣支援者・スタッフの振り返りから４つの視点でまとめました
他の方の支援に感心する声も‥‥ 貴重なご意見・感想を有難うございました

派遣で伺う以外にも、また行ってみたいと
思ったら、スタッフに声を掛けて下さい。
ボランティア参加もお待ちしています。

・失語症はおひとりおひとり違いますので
色々な方と接することで支援の力がつきます。
・グループ内をつなぐ橋渡しの役割も意識して
関わると、さらに支援スキルが上がります。
・暮らしの様子、楽しみや悩みを教えて頂くことは、
支援にも必ずプラスになります。

交流の場での支援のポイント
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